
 

① 高濃度ビタミン C 療法とは 

 

高濃度ビタミン C 療法は、副作用の少ない体に優しいがんの治療法として、１９７０

年代に米国で発表されました。以来、米国では高濃度ビタミン C 療法ががんの補助療法

として研究、普及が進み、最近ではがんの治療法として大学病院を中心に広く取り入れ

られています。 

  

また、ビタミン C 点滴にはコラーゲン生成促進、メラニン生成の抑制、強力な抗酸化作

用、疲労回復、免疫力の向上などの効果があることから、美容、美肌、健康増進などに

も広く使用されるようになりました。 

 

ビタミン C 療法の一番のメリットは、副作用が少ないことです。摂り入れた過剰なビ

タミン C は尿として速やかに排出されます。 

 

高濃度ビタミン C 療法は、がんの治療法のほかに次のような方におすすめです。 

 

 健康を増進させたい方 

 疲労やだるさが抜けない方 

 風邪をひきやすい方 

 免疫力を上げたい方 

 ニキビ、肌荒れが気になる方 

 タバコ、アルコールの摂取量が多い方 

 ストレスが多い方 

 冷え性、肩こりの方 

 がん予防、再発予防をしたい方 

  

 

 

 

 

 

                         



② 高濃度ビタミン C 療法が受けられない方 

 

１.G6PD 欠損症の方 

 G6PD 欠損症の方が、高濃度のビタミン C の点滴をうけると溶血反応が起こります。

日本人では 0.1～0.5％ほどにおられます。25ｇ以上のビタミン C の点滴を行う場合

には G6PD 活性の測定検査が必要になります。検査料金は 5500 円（税込）で、結果が

でるのに１週間前後かかります。 

 

2.心不全、腹水、強い浮腫がある方 

 

3.透析中の腎不全の方、腎機能の低い方 

 

4.糖尿病でインシュリン注射を行っている方 

 

③ 副作用について 

  点滴中の血管痛、吐き気、頭痛、悪寒、寒気などの症状がおきることがありますが、点

滴の速度を緩徐にすることで改善することが多いです。 

 

空腹状態や脱水状態で点滴を受けますと、低血糖症状や頭痛、吐き気が起こることがあ

ります。点滴前には必ず食事を済ましてご来院ください。 

 

まれに、悪性腫瘍からの出血や尿管結石が報告されています。 

 

糖尿病の方は、点滴後数時間は簡易血糖測定器で測る血糖値が実際の数値よりも高値

になります。簡易血糖測定器での血糖測定は、点滴後１２時間以上経過してから行ってく

ださい。 

 

④ 料 金 

高濃度ビタミン C    12.5ｇ         ９９００円（税込） 

25ｇ        １２１００円（税込） 

                 50ｇ        １９１５０円（税込） 

 

※ 当院では、米国製の FDA 承認をうけたビタミン C 製剤（防腐剤フリー） 

を使用しております。        
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